
(第三種郵便物認可)DOYAH!第171号 平成13年10月15日発行

研究雑話(106)1姿勢反射の発達とリズム運動の轍 (4)
障害児教育・動作学誌上実習(24)I <<ウサギ》 との発達連関、着床時伸展性弾力の利用。
藤井力夫

前回は、 {アヒル歩主}の経月変 腿部の踏んばり、両者における対立

化の実際から、行きつ戻りつしての

足腰の機能化についてお話しました。

大きく分けて骨盤前方都からの大腿

部の踏んばりと骨盤後方部からの下

と同ーの課程が露呈されたのでした。

段傭3から 4の足関節底屈位の発現

は、前者・大腿部の踏んばりが基礎

となっての形成です。段階5から 6

-ーーー一一ー---， の腰部同期の利
A.リズム運動 ・《ウサギ》の発達段階。

Phase 6 Phase 7 (1/5 sec) 5 

(f. 6.01 yrs) 

6 
8 8 

3 3 

JU!銚ぴ竃‘J
f!l絡嫁御

(f. 5.02 yrs) 

厚恩続ぴ!J:り

リラックス

Phase 5 

爾足践ぴ

(f.3曲，，，)

8 
8 3 

2 

Phase 3 
7 

Phase 1 Phase 2 4 

5 7 
8 3 

i趨鶴
浮よ
-=-
(f. Uly叫 (m. 2.11 yrs) (m.1加，cs)

3 

筒足

浮よ

用は、後者下

腿部の伸展保持

が、前者のあり

方をも変化させ

たのでした。普

通には気付かな

いこれらの関係

が、膝屈曲での

伸展保持という

課題によって浮

き彫りにされた

のでした。これ

らは、日常の活

動姿態での伸展

共同運動の産物

といえるもので

す。{中展共同運

動の習熟が上

記移行にどの

ように関係して

いるのか、 今回

は、 リス.ム運

動 {ウサギ〉

との発達連関を
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B. <<ウサギ》 と 《アヒル歩き》の発達連関。l例に、お話した
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Lミと思います。

着床時伸展性

弾力 本動作は、

両手をあげ、手

首を珂のように

イメージし、連

続跳躍する課題

です。聞協雇動作と手首での耳の揺ら

し、これらの両立はとても楽l.，¥、こ

とです。飛び上がるのではなく、大

腿四頭筋と下腿三頭筋の共同運動に

より、{中展性弾力をどのように利用

できるか、これがポイントでれ

発達段階 {図A) 段階卜 腰を

上下させたり、手を挙げたまま歩く。

段階2、腫浮上可。段階3、両足浮

上するが、パタ足風に離着床。段階

4、両足同時着床。段階5、足関節

底屈位での跳ひ直り。段階6、fOI!展

性弾力による連続跳ひ直り。段階7、

着床時伸展性弾力による、余分なカ

の抜けた連続跳ひ直り。手首も同期。

発達連関 図Bは〈ウサギ〉と〈ア

ヒル審き}の発達連関。保育所(同

前)乳幼児 43名の結果をプロッ

トし、両者の関係を示す直線(回帰

直線)を描出。アヒル歩きの手野皆3

から 4への移行は、ウサギの段階3

から 4への移行と対応。即ち、パタ

足様の離着床から両足同時替床と対

応。対運部での仲間蝉力が跳臨時

両足同時着床を可能にさせ、蹄隠で

は底屈位保持 開始に繋がったと判

断できます。アヒル歩きの段熔5か

ら6への移行は、ウサギの段階5か

ら6へと対応。即ち、腰部同期を利

用したスムーズな蹄腐位移動のため

には、足関節底屈での伸展性弾力の

利問と増強が前提となった、そう考

えられます。とくに、前座骨筋によ

る足関節角度の固定、およひ'T腿三

頭筋やアキレス腿での伸展性弾力の

予知的な利用が、揚限移動での腰部

周期の基盤を形成したものと判断で

きます。 (北海道教育大学教授)


